
島根大学三瓶演習林のササ現存量
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　昭和59年島根大学農学部附属演習林として設定された
　　　　※2
三瓶演習林（259肋）はその大半が落葉広葉樹林の皆伐

跡地で，今後大学演習林として活用する．ためには早急に

造林を行ない，実習および研究の場となる森林を成立さ

せなければならない．しかし当演習林は申国山系に属

し，無立木地および皆伐跡地にはチュウゴクザサ（8伽α

吻工6脇∫似g0加郷づ5）が症盛に繁茂し，造林その他

の施業の一大障害となっている。したがって今後当演習

林を運営するにあたっては，この地方の下層植生として

優勢なチュウゴクザサの特性を十分に知って森林を取扱

う必要があるであろう。そこでまず当演習林におけるチ

ュウゴクザサの現在の生育状況を明らかにするため演習

林の一部で現存量を調査したのでその結果を報告する。

　本研究は昭和40年度本学育林学研究室専攻生，坂内進

君の協力をえて行なった。

　研究費の援助をいただいた京都大学名誉教授上田弘二

郎博士，および調査にあたり種々の便宜を与えられた附’

属演習林沖村義人助教授，三谷雅亀技師に厚くお礼申し

上げる．

　　　　　　　※3
調査地の概況

　本演習林は島根県飯石郡頓原町大字角井にあり，三瓶

山（1126肋）の北東に位置し神戸川の支流，角井流域の

一部を占めている。海抜高は300～623吻である。平均気

温13．1．C，降水量約2000倣で，過去30年間の平均最深

※1育林学研究室

※2島限農科大学演習林として購入され，昭和43年大学の国立移管に

　　伴い島根大学に所属．

※3三瓶演習林第一次経営計画書（昭和41年）にょる．

※4尾根筋ではササがほとんど消失しているので谷筋だけを測定した．

積雪里は74㎝である。

　地形は一般に壮年期から晩壮年期であるが，本流の最

上流部には谷開析からとり残された緩慢な地形がみられ

る。本流の申下流およぴ一部支流の申下流部は極端な受

蝕岩石地があらわれ，急崖岩壁で滝が多い．山腹傾斜は

急峻で起状量は比較的大きい。

　基岩は白聖紀の花闇岩質併入岩類を基盤とし，黒雲母

花崩岩または閃緑岩，王分岩質の岩石からなっている．三

瓶火山を西に控えているため火山堆積の影響を強く受け・

ており，緩斜面ではこれらの一次堆積（上位から火山

灰，火山砂，浮石）がみられる。山腹急斜面や突出した

尾根部では火山性物質は流脱して基岩風化物が土壌母材

となっているが、，山腹下部二次堆積面では基岩物質と火

山性物質の混合堆積物が母材となっている．

　本演習林の主体をなしていた落葉広葉樹林は古くから

木炭の原木として利用され，伐採，天然崩芽更新を繰返

していたが昭和35年頃から利用径級に達した広葉樹およ

びアカマツが皆伐され，現在は大部分が伐採跡地でヂュ

ウゴクザサが繁茂し，一部に20年生前後の広葉樹林が残
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
されている。現在の植生については沖村の報告がある．

　　　　　　調査個所および調査方法

　1965年10月27日より11月／日の間に調査を行なった．

　調査は演習林全域について行なうことができなかった

ので，本流の西岸の5，6，8，10林班で行なった．8

林班の皆伐後3年を経過した無立木地，10林班の皆伐後

5年を経過した無立木地を対象にして里皆伐後のササの

更新状況を知ろうとした．また森林の成立に伴うササの

生育状況の変化を知るために5林班の約10年生の広葉樹
　　　　　　　　　　　　※4
林と6林班の25年生広葉樹林を調査した．いずれの林も

コナラを主としイヌシデ，クリのほか多くの樹種が混生

している．

　それぞれの調査個所で，ほぼ南向きの斜面を選び谷
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筋，尾根筋に5個所づつp1otを設けて測定した．な

お，この地方におけるチュウゴクザサの最も優勢な生育

状態を知るために古くから上層木がなくササが独占して

いたと思われる場所を8林班の谷筋で見つけ1p10tだ

け測定した．

　p1otの大きさは1×1肋とした．細ヒモを使って1

〃平方の枠を設け；その申に生育するものを刈取った

（落葉層紅ら上にでている郡分）．地上部がp10t内にあ

っても外から倒伏しているものぱ除い仁．

　刈敢っ芹試料について次の事項を測定した。

　1．i本数：刈取ったものについて本数を数えた．’i即ち

落葉層中に倒伏している古い桿から分岐したものがよく

見られたが，これらは1本とみなし，落葉層より上で太

い桿から多く分岐していても1本とした．緑葉が1枚で

もついているものは生きているものとして本数に加え
一た．

12　重量’刈取り後現地で全重量を測定し，葉と秤に

わけ，研究室に持ち帰って乾重量を測定した

　3．桿の長さ，直径：長さは根元より一番下について

いる葉のつけねまでの長さを測定した．直径は根元直径

で節は避けてその上あるいは下を測定した．

．、4．棄の枚数：縁色の葉あ枚数を数えた・一卒の葉の

；箒㌫㌫㌫㌘は葉の燃とし
　5．1葉面積：各調査個所で1P1otに？いて測定した．

μ箏㍗二鶯嵩二1器
を測定した試料の乾重量を測り，重量の比率からその調

査個所の各p1otの葉面積を算出した

　　　　　　　　結果およぴ考察

　調査地の各P1ot　rにおける測定値を第1表に示した．．

遠望すると均二におい茂っているように見えるが，1刎2

のP1otをとっそみると非常に不均一で，同じ場所でもか

なりのバラッキがみられる。特に単位面積当りの本数の

少な1耶その傾向が強／，現存量を推定するにぽ・1・・

の大きさ，鼓を検討する必要があるだろう．

　この地方のヂュ’ウゴクザサの→般的な生育状況を知る

ために，測定した諸量についてその最大値をみると，本

数は皆伐後生育してくる所に最も多いが，1本の大きさ

は本数密度の低｛広葉樹林内のもgが最大で楳手直径

9．9〃秘，高さ2146励を示した．単杜面積当りの諸量はいず

れも古くからの無立木地で最も多かった．これらの最大

値を肋当りに換算すると皇本数160万本，全生重量34チ，

全乾重量15チ，葉乾重量5玄，葉面積57肋でそれそれこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12×3）（4）：5）
れまで調べられた大型のササとほほ同じ値を示し，この

地のヂュウゴクザサがよく繁茂しているといえヰラ・葉
　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
面積は落葉広葉樹のそれに匹敵する．　　、

　このようなササの生育地において，林地の状態により

その生育状況がどのように変化するかを明らかにするた

め皆伐後3年および5年経過した無立木地と10牟生およ

び25年生の広葉樹林内のこれらの量的な変化を比較する

と第1図～第6’図のようである．p1otごとにかなりのバ

ラツキがあるカミすべて平均値で取扱った．

　1．本数｛第1図）：皆伐直後が最も卒数多く，皆伐

後の年数経過萄よび森沐の成立にとぶなって未数は減少

する．．尾根と谷を比較すると皆伐後子年では尾根筋に多

くその差は大きいが，以後次第に差ば少なくなる．

　2．重量（第2図）：皆伐5年後の尾根筋の重量が少

ないので確かな傾向をつかみにくいが，ヂュウゴクザサ
　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
の寿命が4年前後といわれているので，世代の交代時期

にあり一時現存量が低二Fしたあではないかと思われる．

古くからの無立木地の生育状況から考えても皆伐後年数

が経過するとともに重量は増加し森林の成立に伴って減

少していくと考えてよいであろう．葉量は皆伐後3年と

二言でご簑二1ζ簑㌫鴛害二急凄㌫

数経過おキび森：チの成立に伴ない大ζなる・尾根筋と谷

筋で号1い仰坤岬大で千る・；，

　3∴平亨個体重！（第…図ジ個体≡の本きさぽ皆伐後年

竺㌣虹貧㌫鴛鮒亨1㌶
日陰では解放区よりも一生体重量の多．いことが報告されて
　（4）

いる．おそら一く単位面積当りの重量は減少しても最大の一

個体を生むには10年生程度の沐内の明るさが適当なので

あろう．尾根と谷では谷筋の方が大きい個体を生ずる．

　4．根元直径・高さ　（第4図）：上の結果から当然の

ことながら同じ傾向を示している．ただ皆伐後5年の尾

根筋で高さは最低であった．　■一　　　　　　∴

　5．．葉の枚数（第5図）：葉の大きさを考えず放数だ■

け1くついてみると本数の場合ξ同p傾向を示し・皆伐直

後午最も多く，年数辞過，森舛の成立に伴い減少する。

尾根と谷では一定の師坤られ牢か一㌃・1本一1つ／

葉の枚数ぽ個体が大きいほど多くなる二、　　、三
　　　　　　　1　　　1

の簑の簑1㌶1㌃埋鴛為乏二
必ずしも平行しないのは葉画積準定上g誤差rよるとも

思われるが，囚葉樹林内の葉で重量当りの葉面積が大き

い傾向を示しているのは，樹木の葉で単位葉重量あたり

の葉面積が庇陰が強くなるにしたがって増加するという

sokyu



一58一 島根大学農学部研究報告 第1号

ユ50

100

本
数

50

皆

3
尾

皆　広　皆　皆　広
5　10　3　　5　　10
尾　尾　谷　谷　谷
第1図本数の変化

広
第
谷

皆　皆　広　皆　皆　広　広

3　510351025尾　尾　尾　谷　谷　谷　谷
　　第4図直径・高さの変化

1500

1000

9／刎2

500

〔＝コ全乾重量

騒璽露團葉乾重量

15

皆　皆　広
3　　5　　10
尾　尾　　尾

700

600

皆　　皆　広
3　　5　　10
谷　　谷　谷

10
500

400

重量の変化

300

200

第2図

　　　　　　100
　　　　枚！本
広　　　　枚／刎2
25
谷

皆　　皆　　広
3　　5　　10
尾　　尾　　尾

　　　第5図

皆　皆　広
　3　　5　　10
谷　谷　谷

葉の枚数の変化

広
25
谷

25

　20

9／本

　15

10

5

皆

3
尾

皆　　広　　皆　　皆　　広
5　　10　　3　　5　　10
尾　　尾　　谷　　谷　　谷

第3図　平均個体重の変化

広
25
谷

　0．7

130

　0．6

110
　0．5

90
　0．4

70
　0．3

50
0．2

30
　0．1

10

ロー枚当1の葉面積
霞露霞團一枚当りの重量

　　　皆　皆　広　皆　皆　広　広

　　　3510351025　　　尾　尾　尾　谷　谷　谷　谷
第6図　葉1枚当りの重量。葉面積の変化



石井　弘・遠山富太郎：島根大学三瓶演演林のササ現存量 一59一

　　　　　　　　　　　　16）
事実と一致するようである．

　以上の結果を総合すると林地の状態によってササの生

百状況は明らかに異なっている．皆伐後更新してくるサ

サは個体数，葉数は多いが各個体の大きさは小さく，し

たがって各器官（写・葉）はすべて小形である．面積当

り全重量，桿重量は少ないが葉量（葉重量。葉面積）は

多く皆伐後5年経過した所とほとんどかわりがない；皆

伐後年数が経過すると個体数，葉数は滅少するが個体は

次第に大きくなり，全重量，桿重量が増加するが葉量は

それほど増さない．森林が成立すると本数，葉数，全重

量，秤重量，葉重量，葉面積など面積当りの諸量は減少

するが個体の大きさは最大となる．しかし25年生の林に

なると，この個体の大きさも滅少し明らかに衰退する傾

向にある．尾根筋と谷筋の比較では本数を除いてすべて

の点で谷の方が優位である．

　以上のような傾向はこれまでに知られているササの生
　　　　　　（4）
理，生態的特性をよく表わしている．

　　　　　　　　あ　と　が　き

　現存皐を測定してえられた本演習林におけるチュウゴ

クザサの生育状況から，今後の演習林運営上の問題、点を

考えてみよう。

　皆伐後無立木状態で放置する年数が長くなるほどササ

の現存量は増加する傾向にあり，現存量が大なるほど諸
　　　　　　　　　　　側
作業の功程が低下することは明らかであるから経済性だ

けでなく作業の難易の点からも速かに造林することが好

ましい．また尾根筋よりも谷筋の方が現存量多く，土壊

条件の良いことからも谷筋を優先して造林するのが得策

であろう．森林傑育上からは，谷筋ほどササの生長が旺

盛であるから下刈りの狛力を多く必要とし，より十分の

手入が必要となるであろう．最近盛んに使われはじめて

いる除草剤の使用にあたっても，場所によるササ現存義

の違いから均一に散布するよりも現存量に応じた散布量

を選ぶ方がより経済的かつ効果的であろう。

　森林が成立した後，地床のササは次第に衰退していく

傾向が認められるが，伐採にあたってはササの再発生を

考慮して扱い方を決める必要もあると思われる。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　三瓶演習林におけるヂュウゴクザサの生育状況を知る

ために現存量の測定を行なった。

　皆伐後3年，5年を経過した無立木地，／0年生，25匂1

生の広聯林の尾根筋・谷筋に／・12の・1叩を設け・サ

サの渚量を測定した（第」1表）．　　　　　　　　　　　、

測定値について林地の状態によるササの生育状況を考索

した（第／図～第6図）．
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S皿mmary

　The　stand1ng　crop　of8α3αW此ん〃！　妙昭o加〃3z3was　exnmmed　to　get　mformat1on

of　the　growth　state　of　th1s　spec1es　m　the　Sh1mane　Un1vers1ty　Forest　of　Sambe

　Expermenta1p1ots　were　chosen1n　the　stands　wh1ch　had　been　cut　c1ear1y　three　and

five　years　ago　respective1y，　and　deciduous　broad－1eaved　stands　of　about　ten　and

twenty－five　years　o1d．

　The　factors　measured－were　as　fo11ows．

1・・叩b…f…p・・Zt…1f…hw・ighち・・dd・yw・igh・・f・t・m・，・・d1・・…，3・1・・g・h

and－d1ameter　of　stems，4number　of1eaves，51eaf　area

　The　maxmum　standmg　crop　of　th1s　spec1e・m　th1s　d1str1ct　was　estmated　at15tons

／ha．for　tota1d．ry　weight，5tqns／ha．for1eaf　d．ry　weight　and．5．7ha．／ha．for1eaf　area．一

　The　growth　state1n　each　p1ot　was　d1scussed．w1th　reference　to　c1ear＿cutt1ng　and

reforestation．
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